
 

JANIC 福島緊急時対応マニュアル 

 
 
 空間放射線量を地方紙・インターネット（下記 URL）などで計測値を継続的に監視すること。 

福島民報放射線・生活情報（福島市など） http://www.minpo.jp/pub/jisin_jyouhou/info_index.html  

東京都健康安全研究センター（都内都下など） http://monitoring.tokyo-eiken.go.jp/index.html  

放射線リアルタイム計測データ http://www1.odn.ne.jp/cam22440/keisoku.htm 

 緊急時の為に宿舎か車内に放射線防護装備を用意しておくこと。(防護服またはレインウェア・髪を覆う帽子または手ぬぐいバンダナ

類、ゴーグル・推奨基準の防塵マスク、医療用ディスポグラブ、靴を覆うプラスチックバッグ) 
 常にガソリン 20L 入りの携行缶を車載していること。 

 福島県を含む東日本の地図とコンパスを常備していること。 

 空間線量を計測できる機器を装備していること（ガイガー管式もしくはシンチレーション式） 

 携帯電話だけではなくツィッターにアクセス可能な通信機器を常に携帯すること。（事前に@Toshionthehill をフォローしてください。

こちらからもフォローします） 

 飲料水・非常用食料の備蓄（宿舎・車載）をしておくこと。 

 断水に備え常にバスタブに水を貯めておくこと。 

 週に１回は避難する際の手順を確認すること。 

 常にこのファイルを持ち歩くこと。 

 

 
※出典：原発事故緊急対策マニュアル  日本科学者会議福岡支部核問題研究員会編（使用許諾済） 

http://www.minpo.jp/pub/jisin_jyouhou/info_index.html
http://monitoring.tokyo-eiken.go.jp/index.html
http://www1.odn.ne.jp/cam22440/keisoku.htm
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